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CsGST(CsGST63524(以下 GST1)及び CsGST83044(以下 GST2))に関し、異種発現する系の構築、
酵素活性の解析、結晶構造解析及び変異体の活性解析を行った結果をまとめており、得ら
れた主な成果は次の通りである。 
1. 二つの CsGSTに関し、大腸菌を用いた異種発現系の構築と精製法の確立に成功した。 











 以上本論文では、二つの CsGST に関して異種発現法及び精製法を確立し、酵素活性の解
析、結晶構造解析及び変異体の活性解析によって、酵素としてキャラクタリゼーションを、
アミノ酸残基・原子レベルの分解能で行った。得られた知見は、酵素を用いた木質バイオ
マスの利活用の基盤となり、エネルギー科学の研究に寄与するところ大である。よって、
本論文は博士（エネルギー科学）の学位論文として価値あるものと認める。また、平成３
１年２月２８日に実施した論文内容とそれに関連した試問の結果、合格と認めた。 
 なお、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し、公表に際
しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。 
論文内容の要旨、審査の結果の要旨及び学位論文の全文は、本学学術情報リポジトリに
掲載し、公表とする。ただし、特許申請、雑誌掲載等の関係により、要旨を学位授与後即
日公表することに支障がある場合は、以下に公表可能とする日付を記入すること。 
要旨公開可能日： ２０２０年３月３１日以降 
